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地域包括ケア病棟の
ご案内

住み
慣れ
た街で

いつまでも安心して暮らすために



地域包括ケア病棟ってどんな病棟？

どのくらい入院できるの？

入院から退院までのイメージって？

　地域包括ケア病棟は、患者様一人一人の事情を踏まえ、「病院内の医師や看護師、リハビリスタッフ、
医療ソーシャルワーカー等」が協力して、入院中から「地域でのかかりつけ医、訪問看護師、介護支援専
門員等」と連携を図ることにより、退院後も安心して在宅療養を行っていただけるよう、医療と介護、
医療と暮らしの両面からサポートをさせていただくことを目的とした入院病棟です。
　対象となるのは、主にこのような患者様です。

急性期治療を終了し、状態が安定したものの
在宅復帰や社会復帰にまだ不安のある患者様

在宅で療養中、もしくは介護施設などに入所
中で、入院による医療が必要な状態の患者様

　入院期間には限度が定められていますが、必要な医学管理（投薬・処置など）、看護、リハビリテー
ションなどを行い、一日でも早く再びご自宅や施設などに戻っていただけるようお手伝いします。

● 入院期間は、地域包括ケア病棟に入棟した日から 最長60日間 です。
● 60日以内に患者様・ご家族様が安心してご退院ができるよう支援いたします。
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入院費用はどのくらいかかるの？

対象の人はどんな人？

お問い合わせ先は？

● 一日あたりの入院料は「定額」です（地域包括ケア病棟入院料2）
● お薬や注射、簡単な処置・検査は一部を除いて含まれます
●  食事代・個室利用料・オムツ・リースなどをご利用の際は、別途料金が
かかります。

●  一般的な血液検査、レントゲン検査、投薬治療は可能ですが、急性期病棟
で行うような特殊な検査、手術等の急性期医療には対応できません。病状
の変化のため、主治医が集中的な治療が必要と判断すれば、急性期病棟に
お部屋を移動することがあります。

● 在宅復帰に向け、もう少し「リハビリ」を行いたい方
● 医療依存度が「高く」、施設でのショートステイ先が「見つからない」方
● ご家族の方の介護療養を目的とした「レスパイト入院※1」を希望される方
● 住宅改修などが必要で、在宅への退院調整に「時間を要する」方
● 施設入所先※2は決まっているが、入所までの期間が「待機中」の方　など

※ 受け入れ基準に関しては、別表をご用意致しましたのでご参照下さい。

ＴＥＬ　04－7124－6732（直通）
ＦＡＸ　04－7124－6888（直通）

受付時間
平日　8時30分～17時00分
土曜　8時30分～13時00分

小張総合病院　地域医療連携室

状況によっては、急性期からの入院を検討することもできます。
まずは、地域医療連携室にお気軽にご相談ください。

入院の
ご相談は
こちら

※1  一時的に一定の期間、病気を持つ患者さまの介護やケアにあたる介護者の方を解放して、介護者の方の日ごろの精神的・身体的な負担を回復
させることを目的とした入院のことをいいます。

※2 施設入所先には、介護老人保健施設、ショートステイは含みません。



受け入れ基準表

可　能

がん末期 神経難病 インスリン 褥瘡

胃瘻 腸瘻 膀胱瘻 腎瘻

経鼻栄養 喀痰吸引 導尿 バルーン

IVH CVポート 人工肛門 人工膀胱

酸素療法 気管切開 リハビリ 生活保護

応相談

人工透析 化学療法 BIPAP CPAP

不　可
重度の認知症
徘徊・暴言・暴行等 腹膜透析 疥癬 結核

下記以外のケースは、地域医療連携室にお気軽にご相談ください。

ＴＥＬ　04－7124－6732（直通）
ＦＡＸ　04－7124－6888（直通）

受付時間
平日　8時30分～17時00分
土曜　8時30分～13時00分

小張総合病院　地域医療連携室入院の
ご相談は
こちら


